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これまでの研究成果

太田 隆夫

これまで相転移物理学、非平衡物理学、非線形物理学、ソフトマター物理学の理論研

究を行ってきた。これらは熱平衡にない系の揺らぎと構造形成の原理を探求する基本的

問題であると同時に、材料科学、生命科学ともつながる研究課題である。

具体的な研究成果をいくつか挙げる。

（１）相転移における秩序相形成のキネテックスに対して、界面ダイナミクスをレベ

ルセットで表現する方法を導入し、スケーリング則が発現するメカニズムを解

明した[1]。この研究はその後世界的に隆盛となる、いわゆる、フェイズオーダ

リングの理論的研究の端緒となるものであった。

（２） ミクロ相分離の理論を発展させた[2]。そこで提唱した自由エネルギーの表式

は簡単ではあるが周期構造形成の普遍的法則を明らかにするものである。ミク

ロ相分離はナノスケールやメゾスコピックスケールで空間周期構造を生じさせ

るので、その構造形成の機構と制御の研究はソフトマター物理学における中心

的課題の一つである。また、その自由エネルギーの簡潔さは応用数学者の関心

を引き、数学的に厳密な立場からの研究も数多く行われている。

これら以外にも、マクロ相分離系のレオロジー[3]、反応拡散系のパルスダイナミクス[4]、

３次元チューリングパターン[5]、柔らかな自己推進粒子系のダイナミクス[6]などの研

究を行ってきた。
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